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１　自己紹介・OPPAとの出会い

いかに丁寧に教えるか

わかりやすく


楽しく教えるか

活動を中心とした数学

グループワーク


振り返り

ファシリテーション

言語活動の充実


自然と数学の関連

STEAM教育

OPPシート


パフォーマンス課題

身の回りの数学


ICT活用

YouTube

IB（国際バカロレア）教育

実生活と数学



１　自己紹介・ICTを活用した数学の実践

「VUCAな時代」

Volatility

変動性

Uncertainty

不確実性

Complexity

複雑性

Ambiguity

曖昧性
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１　自己紹介・ICTを活用した数学の実践

「VUCAな時代」

Well-being

ラーニング・コンパス

2030

エージェンシー

責任主体性

共同エージェンシー

共同主体性



１　自己紹介・ICTを活用した数学の実践

ICT活用の意味は・・・

私自身が数学の授業を通して生徒と作っていきたい学び

協働的に学習していく体験しながら数学を学んでいく

社会と関わりながら学習していく



１　自己紹介・ICTを活用した数学の実践

１，２年生　Chromebook ３年生　iPad



１　自己紹介・ICTを活用した数学の実践

ロイロノート

Google Work space

GeoGebra



身の回りのねじれの位置

錯角，同位角


×

身の回り調査

統計

×


論破大会

１　自己紹介・ICTを活用した数学の実践

数学の世界

現実の世界

個人 協働

平面図形

×


都市開発

作図

×


GeoGebra

同位角

×


GeoGebra

帰納的

円周角の定理

×


カメラが

映る位置

統計

×


１０秒の感覚

数の法則

×


パスカル色塗り

関数

×


薬の半減期

グラフ

×


対応関係

２次方程式

×


道の面積

因数分解

×


自己啓発

平方根

×


トリセツ

統計調査

×


10秒の感覚

統計
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美しい長方形

確率実験

×


サイコロ実験

１５万回

平面図形

×
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三平方の定理

×


観覧車から

見える位置

円周角の定理

×


関係性

空間認知

×


AR体験

因数分解
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フローチャート

関数

×


実生活問題集

因数分解

×


オリジナル図形

中学１年生

中学２年生

中学３年生

公立実践

附属実践
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２　ICTを活用して実生活と数学を結びつける

身の回りの立体の位置関係（ICT）
①「撮影」

学校中の構造物を

数学のメガネで見る

②「共有」

全員に「お気に入り錯角」を提出

させて全員で共有する



２　ICTを活用して実生活と数学を結びつける

身の回りの立体の位置関係（ICT）

③「まとめる」

PDFのワークシートを配布

撮影した写真を貼り付ける

①「撮影」

学校中の構造物を

数学のメガネで見る

②「共有」

全員に「お気に入り錯角」を提出

させて全員で共有する



●１年生の平面図形【ねじれの位置】２年生【対頂角，同位角，錯角】

・Chromebookで身の回りにおける【ねじれの位置，対頂角，同位角，

　錯角】を撮影し，　ロイロノートで提出

・身の回りの構造物を数学として見る力。

・友達と同じものにならないように自分なりの見方で学校中を散策

・教室のTVに投影し全体交流

・自分で撮影した写真をワークシートに貼り付ける

２　ICTを活用して実生活と数学を結びつける

身の回りの立体の位置関係（ICT）
③「まとめる」

PDFのワークシートを配布

撮影した写真を貼り付ける
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OPPシートによる振り返り



GeoGebraで角度調査

平行なら同位角は等しい

２　ICTを活用して実生活と数学を結びつける

②「授業での問い」

YouTubeの動画解説を見ながら基

本操作を確認

③「GeoGebraで角度調査」

各自が調べた角度をスクリーンショットでワー

クシートに貼り付け

平行でない

平行である

①「実生活の図形」

撮影した写真を分類



●中学２年生【同位角】

・撮影したものを分類しパターン化

・平行線と角の関係を考える

・GeoGebraで数パターン作り出し，帰納的に考える

GeoGebraで角度調査 平行でない平行である

平行なら同位角は等しい

２　ICTを活用して実生活と数学を結びつける

①「実生活の図形」

撮影した写真を分類

②「数学の世界で探究」

GeoGebraで２直線と角の関係を

数値を用いて帰納的に確かめる

③「振り返り」

OPPシートによる振り返り



GeoGebraのスキルを身につける

２　ICTを活用して実生活と数学を結びつける

数学で遊びながら身につける

YouTubeの活用

「解説動画」

YouTubeで解説を配信をして何度も

見返すことができるようにする

「日々の学習で練習」

授業の中で少しずつ使いながら，


スキルを身につけていく
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１　自己紹介・ICTを活用した数学の実践
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2.96

1.95

1.52

３　統計調査でのICT活用

人間の美しいという感覚を数学的に表す

自分，父，母，兄弟などへ

アンケートを依頼

①「アンケート調査」

変形できる長方形をGeoGebraで


作成しGoogle formで集約

②「データ分析」

スプレッドシートでデータを分析。


外れ値を処理。



３　統計調査でのICT活用

人間の美しいという感覚を数学的に表す

③「調査」

傾向に当てはまる長方形を身の回り

から探して，共有ノートにまとめる

④「報告書まとめ」

１人１枚に一連の流れをまとめる

共有ノート



３　統計調査でのICT活用

●中学１年生【データの活用】

・GeoGebraで動く長方形を作成させ，家の人にアンケートを依頼

・Google formで数値化したものを提出

・スプレッドシートでデータをまとめ傾向を探す

・見えた傾向に当てはまる長方形を身の回りから探してロイロノートの　

・共有ノートで集約

・個人で報告書を作成

人間の美しいという感覚を数学的に表す

2.96
1.95
1.52

自分，父，母，兄弟などへ

アンケートを依頼

Google formで集約

①「アンケート調査」

変形できる長方形をGeoGebraで


作成しGoogle formで集約

②「データ分析」

スプレッドシートでデータを分析。


外れ値を処理。
③「調査」


傾向に当てはまる長方形を身の回り
から探して，共有ノートにまとめる

④「報告書まとめ」

１人１枚に一連の流れをまとめる
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４　協働学習のツールとして『共有ノートで共同編集』

前時の授業

そこにあるのに表せない数

225cm2
450cm2

15(cm)

15
(c
m)

21.2132023435…(cm)
21
.2
13
20
23
43
5…

(c
m)

なんだこれ？？

いつまで続くの？450

無理数という



４　協働学習のツールとして『共有ノートで共同編集』

生徒の振り返り（OPPシートより）

生徒からの疑問

無理数との出会い

「選ばれし数」と「そうでない数」と表現



４　協働学習のツールとして『共有ノートで共同編集』

平方根の取扱説明書を作ろう
「協働学習ですべきこと」


掲示し，スライドを配布しやるべきことを明確にする

「学習を通じて養いたいこと」

学び方を学ぶことについて



４　協働学習のツールとして『共有ノートで共同編集』

協働学習をする中での机間指導 教師が見ているiPadの画面です。



４　協働学習のツールとして『共有ノートで共同編集』

協働学習をする中での机間指導①

●他の数との関連を考えさせる

√２のみの説明ではなく，√３，√４など他の数との
関連を考えるように助言を行った。

●語呂合わせから近似値を知る

√３の覚え方を自分で調べる中で近似値の語呂合
わせを知り，根号がついた数についての概念形成
に繋がった。

教師が見ているiPadの画面



４　協働学習のツールとして『共有ノートで共同編集』

協働学習をする中での机間指導②

●数直線に√２をどう表現するか

コラムに表現する内容として「好きなものと平方根を
つなげるとどうか」と投げかけると，それに触発され

る生徒の姿があった。

教師が見ているiPadの画面



４　協働学習のツールとして『共有ノートで共同編集』

協働学習をする中での机間指導③

●ルートにマイナスはつくのか？

数直線をいつものようにマイナスの部分を書いてい
た。ルートにマイナスがつくとはどういうことなのか？

●√２以外は数直線上にどう表せる？

√２のみを表現している生徒に他の数を聞き，数を連続して
考える意味を伝えた。

教師が見ているiPadの画面



●３年生の【平方根】の学習

・教科書・問題集・解説動画を活用しながら根号がついた数について調べる

・４人グループで共同編集を行い，「√のトリセツ」（１枚もの）を作成していく

・教師は机間指導を行いグループに対して助言をしていく

・新たな数と出会った時に概念を習得する方法を学んでいく

・それぞれが自分のすべきことを判断し活動を行う

・教師は机間指導を行う際，共有ノートに入り，リアルタイムで，必要な助言を行う

４　協働学習のツールとして『共有ノートで共同編集』

平方根の取扱説明書を作ろう

①「共有ノートで観察」

共有ノートを見ながら必要な場面でリアル

タイムで助言に入る。

②「全体への指示」

黒板に本日の目標とするべきことを明確に

まとめる。活動の方向性を示す。

③「授業を通して学ぶこと」

新たな数との出会いを通して，「わからない」を「わ

かる」に変えるための学び方を学ぶ。

④「活動の様子」

教科書，問題集を用いながらiPadで協働

学習を行なっている。



４　協働学習のツールとして『共有ノートで共同編集』

√のトリセツ完成版 「振り返り」

OPPシートによる振り返り

「生徒の成果物」

４人で分担してまとめた
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５　振り返り（OPPシート）でのICT活用

One Page Portfolioの略。OPPAの目的を達成するために，

１枚の用紙を用いて教師が作成するもの。

OPPA論は，学習者に学習前・中・後の「学習履歴」の最重要点を

１枚の用紙に記録させ，学習全体を「自己評価」させるとともに，そこ
から得られた情報を基にして学習や授業を改善し，教育効果を高め
るための理論や方法のことである。

「学習前」の

自分の概念

学習によって自分の何がどのように

変わったかを考察する（自己評価）

「学習途中」

の学び

自己評価はあくまでの自分が自分を評価する

「学習後」の

自分の概念



５　振り返り（OPPシート）でのICT活用

①「授業中に提出」

授業中の５分で振り返りを書いて提出

②「教師による形成的評価」

教師はすぐにコメントを書いて返却

③「生徒からの返答」

教師のコメントに対して返却



まとめ

・公立，附属関係なくICT活用はできる


・実生活と数学をつなぐために活用ができる


・ICTを活用した協働学習の中に多様性が見られる

「協働学習」を行う上でICTは必要不可欠で

距離という障壁をなくしてくれる

「普段の学習の中」で文房具のようにICTを活用していく

数学の学習の中で

少しずつ「ICT活用能力」を養っていく


